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福生市子ども・子育て審議会は、平成 30 年７月 27 日付け福子育発第 134

号をもって諮問された「福生市子ども・子育て支援事業計画（第２期）の策

定するに当たり、計画の基本的な考え方」について、議論を重ねてまいりま

した。  

この度、別添のとおり審議結果を取りまとめましたので、これを答申しま

す。当審議会としては、本答申を踏まえ、福生市において十分な議論を行い、

より実効性の高い「福生市子ども・子育て支援事業計画（第２期）」を策定

されるよう希望します。  
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福生市子ども・子育て支援事業計画（第２期）の基本的な考え方について  

 

福生市子ども・子育て審議会は、子ども・子育て支援法に基づく「子ども・

子育て支援事業計画（第２期）」を策定することから、平成 30 年７月 27 日

に福生市長より「福生市子ども・子育て支援事業計画を策定するに当たり、

基本的な考え方について」の諮問を受け、９回にわたり審議を重ねてきまし

た。ここにその内容を取りまとめましたので、答申します。 

  

我が国の急速な少子・高齢化の進展は、人口構造にひずみを生じさせ、労

働力人口の減少や社会保障負担の増加、地域社会の活力低下など、社会経済

への深刻な影響を与えるものとして懸念されています。  

特に、核家族化の進行、地域におけるコミュニティの希薄化、児童虐待の

顕在化、経済的に困難な状況にある世帯における子どもたちへの貧困の連鎖、

若年層における自殺の深刻化など、子どもと家庭を取り巻く環境は大きく変

化しており、国や地域を挙げて、子どもや子育て家庭を支援することが求め

られています。 

 

福生市では、平成 27 年に「福生市子ども・子育て支援事業計画」が策定

され、「子育てするなら ふっさ」をスローガンに様々な子育て支援策が推

進されてきました。この「福生市子ども・子育て支援事業計画」では、５つ

の基本目標と 14 の施策の方向に基づく個別事業として 184 事業が掲げられ

ており、年度ごとに実施状況の点検・評価を重ねながら、事業の追加や見直

しが実施されています。保育園については待機児童の解消を図り、４月入所

における「待機児童数ゼロ」が達成され、また、市の人口において外国籍の

方の割合が高いことから、外国人家庭への支援にも取り組まれています。平

成 30 年度には子育て世代包括支援センターが開設され、すべての家庭にお

ける孤立を防ぐための体制整備が行われました。さらに、産後のご家族に対

しては「産後ケア事業」にいち早く取り組んでいます。  

 

平成 30 年 11 月に市民の方を対象に実施した「子ども・子育て支援に関

するアンケート調査」や保育園、幼稚園、小学校、学童クラブ等の子育て支

援者を対象とした「子育て担い手調査」の結果によると、子育てで必要な支

援について、就学前児童の保護者では子どものしつけへの不安、経済的な負

担が大きいことに悩み、小中学生の保護者でも経済的な負担や教育に関する

ことの悩みが多くなっています。そのため、保護者が子育ての大変さを抱え

込まないよう、地域、学校、保育園、幼稚園や行政などが連携して、総合的



2 

 

にサポートしていく体制（相談窓口体制）を充実させ、子どもの成長過程に

合わせた、切れ目のない支援を、それぞれの家庭に提供できるようにしてい

くことが求められています。 

こうした課題がある一方で、市民アンケート調査の「福生市は子育てしや

すいまちか」という問いに対しては、「そう思う」と回答した方の割合が、

５年前の調査結果と比較し、未就学児の保護者、小学生の保護者ともに上昇

しており、これまでの福生市の取組みに対して、一定の評価がされたものと

思われます。 

このような調査結果から、第２期福生市子ども・子育て支援事業計画の策

定にあたっては、福生市がこれまでに取り組まれてきた様々な子育て支援策

の成果を踏まえながら、子どもの成長段階や家庭の状況に合わせて、必要な

支援が切れ目なく提供されるよう、取組みがより一層推進されることが求め

られていると言えます。 

 

子どもは、社会の希望、未来をつくる力です。そのためには、子どもに限

りない愛情を注ぎ、その存在に感謝し、日々成長する子どもたちとともに、

親も親として喜びを感じながら成長していくことが大切です。  

子どもを安心して生み育てられ、次代を担うすべての子どもの健やかな発

達が保障され「子どもの最善の利益」が実現される社会を目指す取り組みと

して、生まれる前から出産、乳幼児期、学齢期、青年期に至るまでの各ライ

フステージに合わせた切れ目のない支援、地域社会全体での子育て支援、福

生らしい個性と魅力を活かした子育て支援等、「子どもの育ちと子育ての喜

びが実感できるまち」を基本理念とした計画が策定され、より実効性のある

取組が推進されることを望みます。  



福生市子ども・子育て審議会 審議経過 

 

回 開催日 審議内容 

平成 30年度 第１回 平成 30年７月 27日 

・委嘱状交付 

・諮問 

・福生市の現状について 

・アンケート調査について 

第２回 10月９日 
・子ども子育て支援に関するアンケート調査(調査票)について 

・子ども子育て支援に関するアンケート調査(ヒアリング)について 

第３回 平成 31年２月 13日 
・子ども・子育て支援に関するアンケート調査の結果について 

・子ども・子育て支援に関するアンケート調査(ヒアリング)について 

第４回 ３月 19日 

・子ども･子育て支援に関するアンケート調査結果報告及び概要版について 

・子ども･子育て支援に関するアンケート調査(ヒアリング)結果について 

・子ども･子育て支援に関するアンケート調査から見える現状と課題について 

平成 31年度 第１回 ４月 24日 

・委嘱状交付 

・第２期子ども・子育て支援事業計画の策定方針について 

・子ども・子育て支援に関するアンケート調査に基づく見込み量の報告につい

て 

・子ども・子育て支援に関するアンケート調査における追加集計（貧困クロス）

について 

・子ども・子育て支援に関するアンケート調査・自由記述について 

第２回 令和元年５月 30日 

・平成 30年度福生市子ども・子育て支援事業計画進捗状況について 

・福生市子ども・子育て支援事業計画 基本目標別課題について 

・第２期福生市子ども・子育て支援事業計画の施策体系（案）について 

第３回 ７月２日 

・第２期福生市子ども・子育て支援事業計画の策定方針（案）について 

・第２期福生市子ども・子育て支援事業計画の骨子（案）について 

・第２期福生市子ども・子育て支援事業計画の基本理念・基本的な視点・基本

目標（案）について 

・第２期福生市子ども・子育て支援事業計画の体系（案）について 

第４回 ７月 30日 

・第２期福生市子ども・子育て支援事業計画答申（案）について 

・第２期福生市子ども・子育て支援事業計画の体系に基づく施策・事業（案）

について 

・事業量の見込み（案）について 

第５回 ８月 16日 
・第２期福生市子ども・子育て支援事業計画答申について 

・答申 

 




